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豊川市公共交通基本計画策定調査の主な内容 

1.調査の背景と目的 

z 合併による公共施設の再配置や新市民病院への交通の確保を行うため市域全域
におけるバス等の検討・実施が必要となっている。 

z 公共交通に対する市民満足度は低く、本格的な高齢社会の到来や、地球環境に
やさしい交通の実現等、公共交通の確保・利用促進の必要性が高まっている。 

z このような問題に対応するため、市域全体の公共交通の基本的あり方を定める
「豊川市公共交通基本計画」を策定し、市民ニーズに対応した持続的な公共交

通の効率的な展開を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.調査の進め方 

（１）調査概要 

z 調査は、事務局で具体的な検討を行い、その結果を地域公共交通会議等に諮り
進める。 

z 調査対象地域は市域全体とする。 
z 調査は2ヶ年で実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊川市公共交通基本計画の策定 

・公共交通の衰退 

・交通不便者の増加 

・行政負担の増大 

・自家用車によるCO2排出量増 

・交通事故の増加   

など 

サービスの低下 

利便性・市民 
満足度の低下 

利用者の減少 

採算性の悪化 公共交通の 
置かれた状況 

【悪循環】 

このまま 
では 

【社会情勢の変化】 

・本格的高齢化社会への対応 

・地球環境にやさしい交通の実現 

・市民の日常生活における移動確保 

・市民の公共交通の利用向上 

・効率的な行政負担 

・持続して使用される公共交通 など

の実現 

【2 年目：平成 22 年度】 

基本計画の策定と新規路線計画 

【平成 23 年度～】 施策の展開、実証実験 

【１年目：平成 21 年度】 

公共交通の現状把握と基本方針の設定 

公
共
交
通
基
本
計
画
の
策
定 

 豊川市の公共交通に関わる現
状と課題を整理し、今後の公
共交通のあり方など基本方針
を定める。 

 基本方針に基づき、公共交通
ネットワークの見直しや利用
促進施策の具体的な計画を立
案する。 
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（２）調査の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1.1地域の概況と豊川市 
の交通現状整理 

3.1.2豊川市における上位計

画と本計画の明確化 

3.1.3交通実態の把握と 
住民ニーズの把握 

取りまとめ・基本計画策定 

住民意向・動向調査 

バス利用実態調査 

3.1.5豊川市の交通の視点か

ら見た将来像の設定 

【
１
年
目
：
平
成
21
年
度
】  

公
共
交
通
の
現
状
把
握
と
基
本
方
針
の
設
定 

【
２
年
目
：
平
成
22
年
度
】  

基
本
計
画
の
策
定
と
新
規
路
線
計
画 

交通施策の基本計画検討 

次年度の進め方 

3.1.6住民ニーズ把握 

3.1.4豊川市の交通課題の抽出 

交通施策の具体的 

展開策の検討 

路線再編・実証実験計画 

年 度 調査項目 
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3.平成２１年度調査内容 

3.1 １年目調査～公共交通の現状把握と基本方針の設定 

3.1.1.地域の概況と豊川市の交通の現状整理 

豊川市における各地域の概要や特性を十分整理し、交通に関する事柄については

豊川市及び周辺の都市を含めた広域的な視野から現状を把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1.2 豊川市における上位計画と本計画の明確化 

市全体の将来的なあり方を定めた総合計画や、都市計画の基本的方向性を示す都

市計画マスタープラン、さらに、まちづくりや道路整備など市の各種計画との関連

性を整理し、公共交通基本計画の位置づけを明確にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他計画・事業  

● まちづくり、区画整理 
● 道路整備 
● 主要施設移転、新設  など 

上位関連計画など  

● 第５次豊川市総合計画 
● 都市計画マスタープラン 
● 中心市街地活性化基本計画  など 

公共交通 

基本計画 

関連性・整合性 

位置付けの整理 

● 歴史、地勢 

● 人口（構成・分布・経年変化） 

● 産業、観光 

● 土地利用状況 

● 市街化状況 

● 主要施設分布  など 

● 道路網 

● 自動車交通量 

● 公共交通網 

● 公共交通サービス水準 

● 公共交通利用者 

● 人の動き・流動    など 

地域特性や交通の現状整理 
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3.1.3.交通実態の把握と住民ニーズの把握（アンケート調査等実施） 

z 豊川市における交通ネットワーク及びこれを構成する公共交通機関を整理し、
それぞれの交通機関ごとに施設や利用状況、及び経営状況等の交通実態を把握

する。 

z 豊川市内のバス路線について、バス停別の乗降調査および現在の利用者の満足
度等を把握するためのアンケート調査を実施する。 

z 住民の公共交通に対する意識、利用実態、住民の意向・動向等を把握するため、
住民アンケート調査を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の調査結果及び既存の調査結果を基に以下の点を中心に分析を行う。 

○通勤通学における交通の実態        ○日中の買物･私用における交通の実態 

○公共交通機関利用状況及び利用者の特性   ○交通に対する意識 

○公共交通に対する具体的な改善要望     ○地域特性・個人属性による相違 

 

【アンケート調査等の実施方法（案）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）交通実態の把握  

■既存資料やアンケート結果を活用し整理 

・交通機関を取巻く社会的環境の変化の把握 

（高齢化､市町村合併､ニーズの多様化､等） 

・交通ネットワークの把握 

・都市交通施設の整備状況の把握 

・交通機関分担率の把握 

（自動車や公共交通の利用割合） 

・公共交通の運営実態 

・運行状況の把握 

（運行頻度､時間帯､乗継ぎ､運賃､割引制度､等） 

・利用状況の把握 

（利用者数､頻度､目的､手段､時間帯､等） 

（２）バス利用実態調査  

■市内全路線について平日１日の調査 

・バス停別乗降者数調査(バス停別､便別) 

・バス利用者アンケート調査 

 (目的､頻度､満足度､要望､など) 

（３）住民意向動向調査：住民アンケート  

■市全域を対象としたサンプル調査 

・年齢、職業、居住地などの個人属性 

・日常的な移動場所、交通手段 

・公共交通に対する意識  など 

(何時、誰が、何所から何所に・・・)  

■公共交通利用者・住民ニーズの分析 

■バス利用実態調査の方法（案） 

・調 査 日：平日１日（9～10月頃） 

・調査対象：市内全路線、全便 

・調査内容：バス停乗降者数、アンケート調査 

・調査方法：バス車両へ調査員乗込み 

      （バス事業者へ協力を依頼） 

  乗降者数⇒バス停別に乗車・降車をカウント 

  アンケート⇒配布：調査員による手渡し 

        回収：郵送回収 

 

■住民アンケート調査の方法（案） 

・実施時期：7～8月頃 

・対象範囲：市全域居住者(15歳以上) 

・調査対象：無作為抽出によるサンプル調査 

      ⇒地域別に抽出率を検討 

・調査方法：世帯単位で郵送による配布・回収 

・目標回答数：約3,600人分(市人口の約2.3%) 

(配布世帯数)(平均世帯数)(想定回収率) 

  4,000(世帯) ×3 (人/世帯) ×30％ ＝3,600人分 

・アンケート内容(例)：別紙事例①を参考 
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3.1.4.豊川市の交通課題の抽出 

豊川市の都市形態、交通実態、市民ニーズの把握・分析結果、及び環境面、安

全面、高齢化、市町村合併等の社会を取巻く環境の変化から、豊川市における公

共交通の課題を、主に次の観点から抽出・整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1.5.豊川市の交通の視点から見た将来像の設定 

豊川市における将来計画や現状の交通課題から、豊川市の公共交通ネットワー

クを形成する上での基本的な将来像を検討・設定する。ここでは、市内だけでな

く、隣接都市を含めた広域的な交通体系、連携についても基本的な考え方を整理

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通利用形態にける課題  

・過度な自家用車利用 

・公共交通衰退による交通不便地域拡大 

・自動車増大による交通渋滞 

など 

公共交通ネットワーク上の課題  

・市民ニーズと路線の適合性 

・需要やニーズに応じたサービス水準 

・乗換地点などの交通施設の利便性 

               など 

公共交通システム上の課題 

・採算性、効率性等（交通システム） 

・利用のしやすさ（利便性） 

・行政支援のあり方 

    など 

交通に関わる環境面・安全面からの課題 

・自家用車によるCO2排出量の増大 

・高齢ドライバー増加による交通事故 

・自動車以外の交通手段確保 

など 

豊川市の公共交通の課題は？ 

（１）基本目標の検討  

■計画の目標（例）※可能な限り具体的数値で表す。   ■計画目標年次 

・公共交通空白地域の削減               ・平成○年 

・公共交通利用者数の増加 

・公共交通に対する市民満足度の向上 

・行政負担率の縮減           など 

（２）公共交通のあり方・基本方針の検討  

■基本方針やコンセプト（例） 

・誰もが安心で便利に利用できる公共交通 

・市民、事業者、行政の協働で支える 

・公共交通を社会資本の一つと考える 

・自家用車に過度に依存しない   など 

（３）役割の明確化と継続する仕組の検討  

・行政、市民、交通事業者の役割 

・三者の協働の仕組、体制づくり 

（計画→実行→評価→改善の構築） 

                など 

（４）基本計画の構成・骨子の検討  

・公共交通ネットワークのあり方、イメージ 

・公共交通利用促進策のあり方 

・計画の評価方法、見直し、改善方法のあり方      など 
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3.1.6.住民ニーズ把握 

  市民に利用される公共交通ネットワークを構築するためには、市民の公共交通の

利用状況や地域の状況、ニーズ等を把握することが重要になる。 

                   

 

市職員等が中学校区単位を基本として各地域の公共交通についての住民ニーズの

聴き取り調査を実施。 

  

調査スケジュール（予定） 

 

１年目：平成21年度 ２年目：平成22年度 
調査項目 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

地域の概況と豊川市 

の交通の現状整理 

 

           

豊川市における上位 

計画と本計画の明確化 
 

 

          

交通実態の把握と 

住民意向・動向調査 
 

 

          

豊川市の 

交通課題の抽出 
  

 

         

豊川市の交通の視点 

から見た将来像の設定 
  

 

         

 

住民ニーズ把握 

 

   

   

         

交通施策の 

基本計画検討 
      

 

     

交通施策の具体的 

展開策の検討 
        

 
   

路線再編・ 

実証実験計画 
        

 
   

取りまとめ     
 

     
 

 

 

 


